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7. 大山山 麓

(1) 地形・地質

中国山地の北部，日本海と援す ると ころ に大山がある。 大 山は中園地方第一の高山 (標高1，711.9

m)で，火山地形を示し，一般の中国山地と は景観が異なる。

表 2-7-17 大山火山山箆の層序(1)(2)

時 代| 大山東部 大 山 西 部

新砂丘 2 

完新世 沖積平野

新砂丘 1 

大山上部火山灰

17，000土400年 ('4C)

中山砂磯層 岸本 礁 周 低位段丘
上部

更 大山中部火山灰

30，200土3，500年 (14C)

弓原古砂丘|上神粘土l湯 山砂 層 中位段丘

新 大山下部火山灰

中部 由 良砂 l深層
高位段丘

世 大山最下部火山灰

駄経 寺 磯 屑 御 来屋 磯屑

下部
東伯凝灰sJl深岩

溝口凝灰角1溌岩

蒜 111 原思

三取j層群(火山岩類〉

6.39 X 106年 (I王-Ar)

大 山の地形は火山山麓と山地に大別 され，火山山麓は，東は中央火 口丘 から約 25kmで天神

川 に，北は約 17kmで日本海に，西は約 10kmで日野川 にそれぞれ限られ，南は中国山地 に連

なっている。 火山山麓の広がりは，大局的に東西約 35km，南北約 20kmの楕 円形で，山地は

精円の中央部とその北西部を占める。

山地は大山火山本体と その基盤からなる。前者は，中央火口丘(大山，三鈷峰)，外輪山(給土

ι1，勝田山，矢筈111，烏ケ山)，寄生火山(豪円山，銀戸山， 鍔抜山，孝霊山)，古大山 (孝霊山の基底〉

な どからなる。後者は火山山箆の末端にみられる。
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山地の地質は安山岩類が主で，これは大山系安山岩類と呼ばれている。 その一部孝霊山の基底

をなす古大山の壷瓶山の潜品質安山岩は鮮新世とされているが，そのほかは第四紀のものとされ

ている。

火山山麓には大山系の火山砕屑岩類が分布する。 すなわち，火山灰とiI亙石の互層からなる大山

火山灰層と大山凝灰角磯岩層である。赤木ら (1)(2)は，表 2-7-17のように，大山火山灰層を 4枚

に識別してい る。 大山火山灰層の下位に凝灰角磯岩，泥流などからなる大山凝灰角喋岩層が広く

分布している。赤木 ら(1)(2)は，大山西麓のものを溝口凝灰角磯岩，北麓および、西麓の ものを東伯

jiJ喋凝灰岩と呼んでいる。

大山凝灰角1深岩層は厚 く， 一般に 100~150111の厚さをもつものと推定される。倉吉市服部で

行われた調査ポ ー リン クー では，大山火山灰層は深度 12.45111まで，大山角喋凝灰岩層 は深度

140.6 m まで続き，以下安山岩の基盤となっている。

(2) 地 下水

湧泉は，水田用水や飲雑用水源として利用され，大山の地下水のうち量的に最も大きいもので

ある。

日 本海

@大山系安山岩頬の初五t Qi)大山系火山砕府告却の羽)jt

15-1 
初 | 湧 15

)jt 10， 泉10

数 J ー 数

0.01 0.1 1 10 100 J，OOO 0.01 0.1 1 10 100 1，000 

初 出 s: e /s i9i 出:w:f /5 

図 2-7-18 大山 の湧水分布(3)

① 100-1，000 e/sの初)jt(階級 3) 

o 10- 100 e /s " (II 4) ・1- 10e/s 11 ('II 5) 

ム 0.1- H /s 11 (II・6)

.AO.OI- O_H/s 11 (11 7) 

仁子l附

Eヨ 大山系火山砕}rI'"，ni

WA大山系安山倒

図蒜山系安山岩頑

固]]m三紀安山岩類

Eヨ花関

主要な湧泉の分布とその湧出量および地質との関係を分類 しとり まとめたのが図 2-7-18およ

び表 2-7-18である。また，著名な湧泉の例を表 2-7-19に示す。

大山系火山砕j誇岩類の湧泉は火山山麓に分布する。経傾斜面上の倣地形に支配され，谷頭に存

在して小河川の拐、となっ ている ものや谷壁に存在するものな どがある。 これらは大山火山灰層の

中の軽石層， 大山火山灰層と火山凝灰角喋岩層との不整合函， また大山凝灰角礁岩層の中の部分
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表 2-7-18 湧泉の湧出量と地質別の分類表

湧出量の階級別の湧泉数と湧出量Cljs)
土也 質 区 分

階級 3I階級 4I階級 5I階級 6I s鰍 7

③ 大山系火山砕屑岩類 1 117144113l4l  79 11.6 
(159)1 (593)1 (157)1 (6)1 (0お〉

⑥大山系 安 山場拶i|l4(1417〉1| 15(425)1| 8(35〉|| (0.5〉|| 28 67.0 

@蒜山系安山岩類| [ら28)1
6 228 38.0 

③そ ロコ 12(2012(5〉|1叶 5 7.3 

言| |5140  l 5 4l13|4l  118 25.9 
(1576)1 (1277)1 (197)1 (7.2)1 (0.25) 

表 2-7-19 代表的な湧 泉 (階級 3のもの〉

湧泉名 |所 在 地 |標高ml湧出量|水温。cl電気伝導度| 水型地質 |記号| 1 !js 1 "'IJI!l -1μσjcm /J' ""=t: ;.-~ j.， 

宮の前清水 |淀江町本 宮 | ωI 569 I 山| 凶 |③風化安山岩の裂か水| ィ

1 ③風化安山岩の裂か水数

佐~tJ ll i湧泉群 | 岸本町丸 山 310 1 405 1 一 | 一 | カ所より湧出p 佐陀川の 1 ロ

水源

堂の前清水 |淀江崎井谷 | 40 304 93 I③山地と平野の境

アワカ谷清水|大 山町大谷 | 150 159 |⑥火山山麓

ユグイ清水|淀江町稲吉l40 139 120 l③山地と平野の境 I * 

的な帯水層から湧出しているものなどに区別できる。また，別所川の泉(チ)，越水(リ〉などは

大山の山地崩壊による崖錐層の末端から，精進清水 〔ヌ〉 などは河床土佐積物から湧出している。

大山系安山岩類の?9E泉のうち，馬ならしの泉 (へ〉 などは山腹にあるが，山麓すなわち 山地と

火山山麓の地形の変換点付近に分布するものが多い。これらは，一般に表土層に覆われて直接安

山岩との関係ははっきりしないが，
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峯をなす新期大lli安山岩の分布範

囲には顕著な湧泉は認められない。

蒜山系安山岩類の湧泉について

100 

0 

1日10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20 3(} 

7月 8月 9TJ 10月 11月

図2-7-19 代表的な湧水の湧出量変化(4)
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は，大山系のものほどはわかっておらず，今後の精査を要するが，蒜山系安山岩類は大山の東南

の蒜山火山群によるもので，大山系とは性質を異にするものと考えられる。

その他の湧泉は，大山火山の基盤岩類および沖積平野に分布するものである。

1962年の農林省，鳥取県の調査による湧泉湧出量の観測結果は図 2-7-19のとおりで，こ れか

ら代表的な湧泉の最大湧出量， 最小湧出量を求めれば表 2-7-20のとおりである。

表2-7-20 代表的な湧泉の最大，最小i湧出:量;

l 開 〔月出〕量 !/s 最小湧(月出〉量 !/s I最;最小大湧湧出出量量のと比 I 官IJ 考

宮の前m水 (12) 815 (3) 319 (11) 2.6 主主j低山潜品質安山岩の湧泉

堂の前清水 (9) 288 (7) 175 (8，9，10，1) 1.6 車問山安山告の湧泉

薬師堂清水 (7) 210 (8) 112 (7，8， 9， 10， 
1.9 fI 

11，12，1) 

大清水 (24) 104 (11) 26 (7，8) 4 長田隆石賀凝灰岩の湧泉

精進清水 (48) 66 (8， 12) 11 (8，10) 6 大山角磯凝灰岩の湧泉

図 2-7-19，表 2-7-20 をみると，最大湧出量，最ノj、湧出量を示す時期は湧泉によって異なり ，

また雨量と湧出量の増減関係は必ずしも明らかではないが， 一応の対応を示すこと がわかる。表

2-7-20の最大湧出量と最小湧出量の比は宮の前清水，堂の前清水， 薬師堂清水などの大山安山

岩類の湧泉の方が，大清水，精進清水など大山系火山砕屑岩の湧泉より 小 さい。 このこと は，両

者の湧泉の水文地質の違いによ るものと考えられる。

。 5 

日本 if止

図 2-7-20 大 山 の 深 井戸分布

10km 
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浅井戸は，火山山麓を刻む河川の谷底低地や火山山麓の一部に分布し，農家の飲雑用水として

利用 されている。谷底低地では，河床堆積物の中の不圧地下水を得ている。火山山麓では，大山

火山灰層の中の軽石層や大山火山灰層と太山火山砕屑岩層の不整合面に存在する不庄地下水や大

山火山砕屑岩層に存在する宙水を得ている。揚所によっては，時期的に澗れたり，浅井戸を掘っ

ても地下水が得られないことがある。

深井戸は 1950年代頃まで，火山山麓が日本海に接する海岸沿いの狭い低地に限って分布して

いた。現在，名和町付近から赤碕町由良にかけて総数 120眼位あり，掘削深度は 30-60m程度

のものである。中には農村の工業用水として，ポンプ揚水で約 1，000m3jd位揚水しているものも

あるが，一般に市街地の飲雑用水で，数戸単位で使用する量を取得している。地表から 1m程度

まで自l貸しているものもあったが，乱掘のためポン 7'揚水によらねばならぬもの もある。 これら

は，御米屋砂磯層と呼ばれる更新世下部局に庇}J台する被圧地下水を取得しているものと考えられ

る。

近年，火山山麓における深井戸開発が散発的に行われている。その結果を示せば， 表 2-7-21，

図 2-7-20のとおりである。
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表 2-7-21からわかるように，大山山麓では深度 100m程度の作井で 2，000-300 m3/dの揚水

量を得ている。

(3) 地下水の単位面積排水量

大山の地下水はi湧泉に よるものが最も有力である。

火山山麓の深層地下水は開発の緒についたばかりで，全貌はまだ明らかではないが，今後ある

程度開発の可能性のある地下水資源である。

清水(3)は，大山の湧泉量の調査から，地下水の単位面積排水量という概念を得た。この概念を

導入することにより ，地層水と裂か水の地下水資源としての量的な価値判断があ る程度可能とな

" つ I ~ 。

すなわち，地下水の単位面積排水量 Zを(1)式で定義する。

Z=fq (1) 

九 水文地質条件が連続ーである範囲内の作井数または湧泉数

A 水文地質条件が連続である範囲の面積

Q:作井の揚水量平均値または湧泉の湧出量平均値，すなわち 上記の範囲内での全揚水量または

全湧出量;を井戸または泉の全数で、除したもの。

裂か水の湧泉の場合，“同ーの地質の範囲は一応水文地質条件が連続である n と仮定 し， 岩石

学的な踏査に基づ く地質図で，同じ地質区分に分布する湧泉相互については地層水と同じような

連続性があるとみなして Aを求める。

(1)式で Zは n/AとQとの積で，両対数グラ フのXillillにCを， Yjlldlに Zをとると， 図 2-7-21

のよ うに π/A線群は平行線と して表現できる。なお，n/Aを作井分布係数または湧泉分布係数

と呼ぶ。単位面積当 りの作井数ま たは湧泉数である。

各地の湧泉の分布地格および地盤沈下地帯の Z，Q， n/Aを求め，Z-Q-n/A図(図2-7-21)

にプロッ トすると，それぞれの地帯について 2つの別の直線に沿っ て点が分布する。そ こで， 最

小自乗法によって処理すると，裂か水起源の湧泉群の 10例では標本回帰方程式は，

log Z sp=O.772 log Q+2.357 (2) 

となる。

また，地盤沈下地帯の 4例では，

log Z sllb=O.890 log 12+2.617 (3) 

となる。 ここで，Zsp， Zsubはそれぞれ湧泉分布地帯および、地盤沈下地帯での単位面積排水量

であり ，Qと九/Aとの聞に，(2)， (3)式で示すような経験的法則性が認められる。

このように，Z-nIA-Q図に投影することに より ，地層水資源も裂か水資源も 同等にその資源

的価値を判断する ことができる。

G青水欣一〉
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